
日本古代史ネットワーク・解明委員会第6回
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• 内容的に大きな差異がある所を挙げる。

– 序文の有無：

• 古事記、続日本紀、日本後紀、続日本後紀など、歴史書には、序文などがあり、誰が記し、
いつ献上したかが記載されている。

• 日本書紀だけには序文が無い。 著者、完成時期は推し諮られたもの。

– 古事記に書かれていて、日本書紀に書かれていない、神代のことが多い。

• 古事記には出雲神話と呼ばれる因幡の白兎、八十神の八上姫求婚の旅、八十神の迫害、
根の国訪問と須勢理毘売命、沼河比売求婚 など子供達にも語り継がれる話が有るが、日本
書紀には記載が無い。

• 出雲の国譲りの場面には、建御名方神が、日本書紀では登場しない。

• 注目する大きな差は

– 古事記では、須佐之男命(スサノオ）の子孫が沢山記述され、

• 大国主命は6代目の子孫

• 6代に至る系図が詳細に記述される。又、主要な子孫：大年の子孫25名も記載。

• 大国主の子孫も、9代が、婚姻相手とその親を含め、詳細に記載。

– 日本書紀では、素戔嗚尊(スサノオ）の息子が大国主命と記載。

• 出雲系の子孫の記載は少ない。

 古代史の解釈・解明に大きく関わる『素戔嗚尊から大国主の系譜』の違いを焦点にあて、
以下、論を述べることにする。





日本書紀
神代上

黒字＝本文
青地＝一書
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• 解明委員会の可児俊信さんに、古事記と日本書紀・本文・一書 人物・系図の違いを整理
して頂き、Excelに記された表として、ご提示頂いたものを、まとめ直したものを示します。
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日本書紀の番号は異伝（一書曰）の号数
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素戔嗚尊の息
子の狭漏彦八
嶋篠（別名２つ
あり）の五代の
子孫の意











古事記

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

天照大神
天忍穂耳命
天忍穗耳尊

邇邇藝命
瓊瓊杵尊

火遠理命
（山幸彦）

彦火火出見尊

鵜葺草葺不合命
鷀草葺不合尊

神倭伊波礼毘古命
神日本磐余彦尊

（神武天皇）

① ② ③ ④

日本書紀（本文）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

天照大神 天忍穂耳命 邇邇藝命 火遠理命（山幸彦） 鵜葺草葺不合命
神倭伊波礼毘古命
神日本磐余彦尊

（神武天皇）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨
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• 本文と一書（複数）の違いは、紀伝体で記述された「神代上下2巻」の本文の信ぴょう性に
疑念を持たせる。

• 一書の無い、編年体で書かれた以降の28巻については、信ぴょう性が有るのか、検討して
みる。

– 個人的に検討を行った神功皇后の9巻について、記すこととする。



三国史記など
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三国史記など

362年

344年









35 天火明命／饒速日命の関連系図 （日本書記本文ベース）

• 日本書記本文の記述に従い、天火明命は、邇邇藝命の子とする。
• 尾張氏の系図・海部氏の系図に従い、饒速日を天火明命と同一人物とし、天道日女命と婚姻したとする
• 又、五瀬や神武を鵜葺草葺不合命の子とせず、兄弟継承で、火遠理命の子とする。

 豊玉姫と玉依姫が姉妹で、共に火遠理命の妻であったとする。
 日本書記では、天皇の系統を引き延ばすため、兄弟継承を直系と記しており、ここも、同様のケー
スであったと見る。

• 神武天皇は、出雲直系の正妃（その後2代の正妃の出雲直系）
• 物部氏・尾張氏の祖先である饒速日（天孫族直系）も出雲直系と結婚して、子孫を残している。

• 天皇家も物部・尾張氏も、出雲一族の血筋を濃く引いており、日本書紀本文で消し去られた系図に納得できな
かったものと推定する。

 その神武天皇と饒速日の子孫は、家系図上どんな関係になるのか、次頁に見る。



出雲系とニギハヤヒ系の姻戚関係と最高執政官の系譜

太字ワクは、最高執政官
ワク内青字は妃・皇后
〇番号の無い天皇ワクは、
重複してワクを取り記載





神話の事件と登場人物

38

①

天の岩
戸事件

③

天孫
降臨

②
出雲国譲り

④
神武東征
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